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IPA音声学技能試験について

OnIPA CertificateofProficiency

inthePhoneticsofEnglish

成 田 圭 市

KeiichiNARITA

0 はじめに

今夏は,国際音声学協会 (InternationalPhoneticAssociation)が主催する英語音声学技能試験 (IPA

CertificateExaminationinEnglishPhonetics,以下IPA試験)を受験するためにしばらくの問ロソドン

に滞在した｡本稿では,筆者の体験に基づいて,この試験のための受験準備コースの概要を紹介するととも

に,試験の内容およびその傾向と対策について少しく論じてみたい｡音声学を専門とする人のみならず,広

く外国語の学習 ･研究に関心のある人,あるいは発声法や言語療法などに携わる人にも大いに資すると思わ

れるからである1)｡

IPA試験の詳細は第3節に譲るが,その趣旨は,英語音声学および一般音声学に関する専門的知識と技

能を,筆記試験と口頭試問により査定するというものである｡ IPAの Handbook(1999:197)によれば

1908年から行われているとのことなので,今年ちょうど百周年を迎える由緒ある試験である｡ 長らくロンド

ン大学音声学教授を務め,IPA試験の試験委員でもあるJohnWellsも,そのホームページの中で,1908年

発行のIPA機関紙LeMaitrePhmletiqueの当該部分を示して,百周年を明記 している2)｡
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IPAの公用語は1971年に英語に変更され,機関紙もJournaloftheInternatimalPhoneticAssαiatim (JIPA)

と改題されたが,この引用からもわかるように,1886年の設立以来長期にわたってフランス語が公用語であ

り,また,本文の記載も正書法ではなくIPA (InternationalPhoneticAlphabet)による音声表記が用いら

れていたのである3)｡
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1 ロンドン大学夏期音声学講座

IPA試験の準備コースは,ロソドソ大学のUCL(UniversityCollegeLondon)で毎年夏に行われる夏期

音声学講座 (SummerCourseinEnglishPhonetics,以下SCEP)の一部として開講されているので,まず

はこの夏期講座の実施母体であるUCL音声学科について簡単に触れておきたい｡

SCEPを主催するUCLの音声学科は,調音音声学のメッカとして100年以上の歴史を誇る世界有数の研

究 ･教育組織である｡その歴史を遡れば,19世紀後半に,"VisibleSpeech"Jという音声表記法を考案した

AlexanderMelvilleBellと,その息子で電話機の発明で知られるGraham Bellが,言語音声についての講

義を担当したのをもってUCLの音声学研究の嘱矢とすることができよう｡その後1907年にDanielJonesが

音声学を体系的に講 じ始め,英国初の音声学科が UCLに設立されることになる｡初代音声学教授の

DanielJones以降も,音響音声学の D.B.Fry,機能文法とイントネーション研究で知られるM.A.K.

Halliday,音声学やイントネーションの著作で名高いJ.D.0'connorとG.F.Arnold,今なお調音音声学

の基本図書とされる 『英語音声学』を著 した A.C.Gimson,そ して現在のUCL音声学科を支えるJ.C.

Wellsや Michael Ashbyへと,その伝統は連綿と続いているのである｡ちなみに大学の組織としては,

DanielJones由来の音声学科は,1971年に言語学科 と融合 して音声学 ･言語学科 (Departmentof

Phoneticsand Linguistics)となり,さらに本年2008年には心理学科およびコミュニケ-ショソ科学科と

統合して心理学 ･言語科学部 (DivisionofPsychologyandLanguageSciences)の一部門となった｡

こうした長い歴史と伝統を誇るUCL音声学科のスタッフや出身者が中心となって,調音音声学のほぼ全

領域を網羅的かつ体系的に教授する集中講座がSCEPである｡この夏期講座が現在のような実施体制になっ

たのがいつ頃からなのかは定かでないが,その出発点は1915年開始の夏期講座とされており,既に90年以上

続いていることになる (Collins&Mees1999:414-5)｡
SCEPの授業で扱われる大まかな内容は以下の通りである｡

*phonemicsystem(vowelsandconsonants)

*segmentalanalysis(allophonicprocesses)
*wordstress

*Weakeningandcoarticulationprocesses
*sentencestress(accent,tonalstress)

*intonationandmeaning

毎年世界中から学生やEFL教員 ･専門家など150名前後の参加者が集まるため,外国語としての英語とい

う観点からの指導にも重点が置かれており,一般参加者の九割以上が所属するコースにはEFLStrandとい

う名称が与えられている (それ以外の十数名は,次節で紹介するIPAStrandに所属する)｡二週間の短期

集中コースではあるが,以下のスケジュールからもわかるとおり,きわめて密度の濃い充実した内容の50時

間を経験することができる｡

EFLstrand lPAstrand

MondaytoFriday 09:00 Lecture

09:55 PronunciationClass GeneralPhoneticear-traimimg

ll:15 Lecture

12:10 ⅠntonatioltClass EIlglishWorkshop

14:00 Ear-Training EXaminatiomPradit:e
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150名ほどの参加者の音声学に関する素養はまちまちなので,学生 ･EFL教師 ･大学教師 ･専門家などに

分額された10名程度の小グループが作られ,参加者はその中グル-プのいずれかに属することになる｡ この

スケジュール表に示されているように,全員が一同に会する全体講義とグループごとの演習が交互に行われ

るのも,SCEPの優れた特徴の一つである｡ 講義終了直後の演習で,講義内容に関する質疑応答をしたり,

議論を発展させたりできるからである｡ 表中で "Lecture"となっているのが大教室での全体講義であり,

それ以外は小グループでの演習やチュー トリアル形式の授業である｡

また,講座開催中のみならず,講座開始前後の一ケ月の間も,オンラインでの非常にきめの細かいサポー

トが行われており,参加者は,いつでも自由に講義の補助資料を閲覧したり,聞き取り訓練のための音声資

料にアクセスしたり,あるいは掲示板に質問や意見を書き込んだりすることができる｡

全コース終了時に参加者が提出する授業評価アンケー トの自由記述欄に寄せられた感想のうち,SCEPの

ホームページに掲載されているものをいくつか紹介しよう｡ 参加者の国籍の多様さにも注目したい｡

●̀̀Brilliantcourse!"(apolishparticipant)
● "Everythingperfect‥‥Thecoursewasexcellent.IwasamazedatthiswelLplannedcourse.The

levelisveryhigh...I'dliketorecommendthiscoursetoallmyfriends!" (aJap.anese

participants)

● "Iexpectedthecoursetobeexcellent-butIcouldn'tevenhavethoughthowwonderfulitwould

be."(aRussianparticipant)

● "whetheryou'reanEnglishleaner,anEnglishteacher,avoiceorspeechcoach,orjust

fascinatedbysounds,thisisthecourseyou'relookingfor."(anEnglishparticipant)

● "Itsconception,organization,andoverallstmcture,aswellastheacademicquality,areallhigh

anddeservetopmarks."(anItalianparticipant)

● "ThiswasthebestcourseIhavetaken."(anAustrianparticipant)

いずれもきわめて肯定的な評価だが,筆者も同様の感想を持ったし,他の参加者から直接あるいは間接に聞

いた意見にも否定的なものは皆無であった｡

2 IPA試験受験準備コース

上で説明したように,SCEPには,一般の受講者を対象としたコース (EFLStrand)とは別に,IPA試

験に合格することを手助けするためのIPAStrandという受験準備コースが開講されている｡ このコースは

2004年に始まったばかりであり,試験委員のJ.C.Wellsの説明によれば,IPA試験受験者および合格者の

減少に歯止めをかけるために設けられたとのことである｡ 一般受講者を対象としたEFLStrandには特に参

加資格に条件はないが (TOEFL540点,IELTS6.5以上が一応の目安とされている),IPA Strandを受講

するには,あらかじめロンドン大学から送られてくる予備試験を自宅にて受験 し,その結果,IPA Strand

受講後IPA試験に合格する可能性があると認定されなければならない｡

この予備試験問題は,実はIPA試験の過去の筆記問題そのものである｡ これを正式の試験と同じ二時間

半の所要時間で,参考書などを参照せずに解答してUCLに送り返すわけである｡ 提出後数週間して試験責

任者のPatriciaAshbyから筆者に送られてきたフィー ドバックは,驚くほどに丁寧に答案を吟味して詳細

なコメントを付したものであった｡80点満点で44点という点数ながら,二週間の集中的な受験コースのカリ

キュラムをこなせば本試験に合格するであろうというのが試験委員の評定であった｡ちなみに,本試験での

筆者の筆記試験の結果は80点満点で61点であったので,受験コースでの二週間の トレーニソグは確かに役に

立ったといえる｡

例年IPAStrandには10-20名程度の参加者が受講を許可されるが,今年の受講者は私を含めて14名を数

えた｡その内訳は,音声学 ･音韻論を大学で講じているアメリカの言語学者や,英語教育学で博士号を有す

る中国の大学教員をはじめ,大学などの高等教育機関で英語を教えるスペイン･アルゼソチソ･イタリア･
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ポ-ランド･香港 ･イギ リスのEFL教師,言語療法士 (speechtherapist)を目指す英国人とギリシャ人,

言語学で博士論文執筆中のロシアの学生,理系の学位を持ちvoiceengineeringに携わっているイタリア人

など,実に多彩な顔ぶれであった｡音声学プロパーの専門家を対象としたコースと考えていた筆者にとって

これはやや意外であったが,考えてみれば,どの参加者も音声学の専門的知識と技能を要求される仕事に関

わっているのだから,こうした多様性も当然と言えるだろう｡

講師はレディソグ大学のDr.JaneSetterとウェス トミソスター大学のDr.PatriciaAshbyの二人で,

毎日の授業は主にJaneSetterが担当した｡両講師とも非常に熱意に満ち,丁寧できめ細やかな指導をして

くれたことは特筆に価する｡ 例えば,毎日宿題として提出させられた音声表記や調音記述のレポー トを,実

に丹念に読んで詳細なコメントを添えて全員に返却するなど,我々も見習わねばならないと感心 したほどで

ある｡ 一般音声学 ･英語音声学のどちらの授業もきわめて内容の充実 した中身の濃い演習であったが,必須

文献として指定されたGimson(2008)やP.Ashby(2005),Collins&Mees(2008)などの内容は了解済み

という前提で進んでいくので,授業に出席するだけでは音声学の体系的な知識や技能を身に付けることは劃

底できない｡そのため,講義資料として配布されたP.Ashby(2008)には,これら三冊の参考書を用いて

二週間で試験準備を完成するための模範的な `̀RevisionPlan"が載せられていて,受講生の自主的な勉学

に大いに有益であった｡

また,試験対策コースだけに,合格するための受験テクニック (答案の書き方や口頭試問での応対の仕方

など)にも目配 りがなされている｡ 一例を挙げれば,口頭試問で要求されるイソトネーションの記述に対す

る適切な答え方として以下のような方策が示され,これを何度も繰 り返 し練習させられた｡

RecommendedTuneDescriptionStrategy(P.Ashby)

1.Sayhowmanywordgroupsareinvolved.

2.Saywhichsyllablesarestressed.

3.Saywhichsyllable/wordisthenucleus.

4.Identifyandnamethenucleartone.

5.Namethetypeoftail;ifthereisnotail,thensayso.

6.Namethetypeofheadandsaywhichsyllable/worditstartson;ifthereisnohead,thensayso.

7.Namethetypeofpreheadandindicatewhichwords/syllablesareincludedinthis;ifthereisno

prehead,thensayso.

なお,IPA試験の試験委員であり口頭試問の面接官でもあるPatriciaAshbyが受験生を指導するという

のがやや奇異に思われるかもしれないが,IPA公認 コースということで特に問題はないのであろう｡

3 英語音声学技能試験

IPAが主催する英語音声学技能試験 (IPAG∋rtificateExaminationinEnglishPhonetics)は,既に述

べたように,百年の歴史を持ち国際的にも評価の高い試験である｡ 数多くの音声学の専門家や言語学者たち

が受験 しているのはもちろんのこと,あまり知られていないが,現代音声学の礎を築いたDanielJonesも

1906年に受験 し合格 した記録が残されているほどである｡ Collins&Mees(1999:26)には,Jonesの取得
したIPACertificateinthephoneticsofFrenchのコピーが掲載され,60点満点で56点という評点は非母

語話者の成績としては比類ない好成績だったとのコメントが添えられている4)｡

当初は英語の他にフランス語とドイツ語の音声学試験も行われていたが,現在では英語音声学のみの試験

となっている｡ 毎年 2回 (今年は5月と8月)実施されるが,試験会場がロンドンだけなので,受験者数は

高々数十名程度である｡ とはいえ,毎回世界各地から受験者がやってくることからもわかるように,きわめ

て権威のある試験であるのは間違いない｡ただし,日本におけるこの試験の認知度はあまり高くないようで,

日本からの受験者は毎年一人いるかいないかくらいである｡ 『ファンダメンタル音声学』(2007,ひつじ書

戻)を著 した高名な英語学 ･音声学者今井邦彦は,その ｢はしがき｣で,IPA音声学技能証明書の第 1級
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を取得したことを誇らしげに記しており,また,『日本人のための英語音声学レッスン』(2005,大修館)の

著者で音声学者の牧野武彦は,2004年に第2級で合格したことを自らのホームページで公表している｡

英語音声学および一般音声学に関する専門的知識と技能を筆記試験と口頭試問により査定する,というの

がこの試験の趣旨であるが,では,具体的にはどのような形でそれが査定されるのであろうか｡まずは出題

内容と酉己点を見てみよう｡ 現在は合計200点満点で,点数に応じて,FirstClass(第 1級,160点以上),

SecondClass(第2級,130点以上),ThirdClass(第3級,100点以上)というグレー ド別の合格となり,

合格者には国際音声学協会から音声学技能証明書 (IPACertificate)が付与される｡

3,1 筆記試験 (a2y2-hourwrittenpaper)(80marks)

Q1 PhonetictranscriptionofapassageofEnglish

Q2 ArticulatorydescriptionofanEnglishword

Q3.4 TwotheoryquestionsconcernedwiththephoneticdescriptionofEnglish

筆記試験は二時間半で四問の記述問題に取り組まなければならない｡QlのPhoneticTranscriptionは,

与えられた10行ほどの英文をIPAで音声表記するという問題｡母語話者は自分の方言で表記し,外国人は

RP発音での表記が要求される｡

Q2のArticulatoryDescriptionは,ある英語の単語を調音する際に観察される調音器官の動きを客観的

に記述するという問題｡個々の音の調音の仕方に関してはどんな音声学の本にも記述があるが,音が連続す

る場合の調音器官の動きを詳述した本は皆無に等しい｡かろうじてRoach(2000)にはごく簡単な記述が見

られるものの,IPA試験で要求される記述はそれよりも遥かに敵密で網羅的なものである｡連続 した音を

発する際の調音器官は常に動いているわけであるから,その記述も当然dynamicなものでなければならず,

また,前後の音の影響で生じる鼻音化 ･唇音化などの同時調音やクリッピソグ･省略などの現象,あるいは

連接の有無など,実際の調音に観察 されるさまざまな音声過程を全て含んだ精密表記 (narrow

transcription)に基づ く詳細な記述が求められるのである｡ 声帯と口蓋帆 (velum)の動きを示す

parametricdiagram,母音の実際の音価を示すvoweldiagram,同時調音などで特に問題となる調音器官

の動きを示すvocaltractdiagramも必須であり,これらの図を含めて3ページ程度の解答が求められる｡

なお,P.Ashbyの与えた模範解答として,`̀creamcake''という単語の詳細な調音記述を以下のURLで参

照することができる｡

http://www.phon.ucl.ac.uk/home/scep/creamcake.pdf

二つの理論問題は,音声学の基本的な理論に関する問題である｡ 以下に今年の問題を示す｡いずれの問題

に対しても,少なくとも2ページ以上の解答が求められる｡ 問われている内容は,英語の音素とその異音,

イントネーションとその機能,同時調音と同化など,音声学の基本を抑えていればそれほど難しくはない｡

Q3 EITHER:TheEnglishphoneme/i:/isrepresentedusingthesymbol-Shapeassociatedwith

primaryCardinalVowel1.Whyisthis?Whenspoken,/thisphonemehasmanydifferentrealizations

(allophones)-explainindetailthevariantsfoundineachofthefollowing:jTeed, feel, feet, fee,

mean,yu7ed, teas.

OR:Englishhasonelateralphoneme,/I/.However,thepronunciationofthelateralinbeluga

andliveinthetextinQlaboveisdifferentfromthatinwhaleandnatural.Giveadetailedphonetic

accountofthesetwovariantsandthendescribeothermajorallophonesofthisphoneme,providing

examplestoillustrateyouraccount.

Q4 EITHER:Describetheintonationyouwouldexpecttohearinthefollowingphraseasit

appearsinthepassageinQlabove:they'vebeentaughthmtJtodothis.Howcouldintonationbeusedto

changethemeaningofthisphraseinothersituations?
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OR:Usedatafrom thetextinQlabovetoillustrateanaccountofcoarticulation.Whydo

somephoneticiansregardcoarticulationasaformofassimilation?

3.2 書き取り(dictations)(60marks)

Q1 DictationofcolloquialEnglishtot光tranSCribedphonetically

Q2 Dictationofnonsensewordstobetranscribedphonetically

ディクテーションは,試験官が読み上げる英文およびナンセソスワ-ドを聞き取った通りにIPAで音声

表記するという課題である｡ Qlは10行程度の英文を試験官が一行ずつ数回読み上げるので,それをIPA

を用いて書き取る｡ 同化や脱落などの音声現象に留意して聞き取らなければならない｡例えば,正書法なら

`̀beforetheyallgetblownaway",''thisyear'',"nextdoor","coveredingrapepips''と書き表されても,

試験官?読み上げでは,それぞれ /bZf3:aell⊃:Igeplbbuna■weI/,/aIJj3:/,/■neks.d⊃:/,/lk̂vadIq
●greIPPIPS/のように発音されるはずであり,それをそのまま書き取ることが求められる｡
Q2のナソセンスワー ドというのは,IPAChartの中でもあまり耳慣れない音を用いて人工的に作られ

た ｢単語｣である｡ これを六つ正確に聞き取ってIPAで書き取らなければならない｡英語音声学の知識に

よりある程度は対応できるQlの聞き取りとは異なり,こちらは純粋に音の識別なので,IPAChartに含

まれる全ての音に耳を慣らしておく必要がある｡ 例えば以下のような単語を試験官が10回くらいずつ読み上

げるわけだが,似通った音の場合,聴覚的な手がかりだけでは識別しにくいこともあり,試験官の口の動き

にも十分に留意しなければならない｡

8瓜 eE･bnyIJ

Jleyk'oI･b

訂5guicg

dbllPllolag

J蓮,'露申razv
a∫iux軸vllJ

3.3 口述試験 (oral)(60marks)

口述試験は,2名の面接官を相手にひとり15分程度行われる｡ 一般音声学に関しては,IPAChart内の

いくつかの音が記された紙をその場で渡されてそれを調音する作業 (Soundproduction)と,面接官の発音

した音を聞き取って記述する作業 (Soundrecognition)が課せられる｡ Soundproductionは,例えば以下

のような問題が手渡されるので,それぞれの音を数回ずつ発音すればよい｡

0 8 ●El ic] UO qtI(1
0｢
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Soundrecognitionは,例えば"father''[-fo:aa]の 【a]を,【0日Z】,【d],【ビ】などの音で置換した単語を面接官
が発音するので,その置換された音を,`̀It'savoicelessdentalfricative(voicedalveolarfricative,

voiceddentalplosive,voiceduvularfricative)''のように口頭で記述すればよい｡余談ながら,筆者がこ

の試験を受けているとき,面接官の発音が 【m】なのか 【叩】なのか判断がつかず,切羽詰って `̀It'seither

avoicedbilabialnasal,oravoicedlabiodentalnasal.''と答えたところ,面接官は笑って ｢もう一度発音

するから良く口の動きを見なさい｣と大げさなくらいに下唇を噛んで 【n]]と発音してくれたのを覚えてい

る｡ 口述試験というと厳粛で緊張した情景を思い浮かべがちだが,IPA試験のそれは,むろん厳正ではあ

るが,きわめて和やかな雰囲気の中で行われるのである｡

英語音声学については,イントネーションのいくつかのパターソを試験官の指示に従って実演する作業と,

試験官の発した発話のイソトネーションを分析する作業,さらに,その場で渡された10行程度のIPAで表

記された英語の文章を正確に流暢に読み上げる作業が課せられ,その後,そのIPA表記の課題文を題材と

して,音声学上の理論的 ･実践的な問題点の議論が行われる｡ ちなみに,授業で配布された資料には,外国

人受験生の場合,自分の母語話者にとって困難だと思われる発音上の問題を指摘し議論する,といった予想

問題が挙げられていたので,それを想定した問答をあらかじめ用意しておいたのだが,豊図らんや,日本語

音声には全く触れられず, "smoothing"や異音などについて面接官から尋ねられてやや拍子抜けしてしまっ

た記憶がある｡

4 IPA試験の傾向と対策

前節で概観したIPA試験の内容に鑑みれば,IPA試験が査定しようとする音声学の知識と技能がどのよ

うなものであるのかは自ずと明らかであろう｡ 以下,主要な事項について簡単にその対策をまとめておくこ

とで,将来の受験者への便宜を図りたい｡

第一に挙げなければならないのは,IPAChartの全ての音声記号およびそれが表している音に習熟する

ということである｡ 参考までに,2005年に改定された最新版のIPAを巻末に掲載しておいた｡アフリカの

70あまりの言語に聞かれるlabiodentalflapが最新の追加記号であり,将来はこの音もIPA試験の対象とな

るはずである｡

IPAChartに載せられている音声記号は,世界中の全ての言語音を表記しようとするものであるから,

これを熟知してどの音についても識別できることが,音声学研究の基本的な技能として要求される｡ 受講生

の中には,英語以外の音声を学ばなければならないことにあからさまな不満を示すEFL教師もいたが,個

別言語の音声学は一般音声学の枠組みの中でのみ十二分に理解されるという点を忘れてはなるまい｡英語な

り日本語なりの一つの言語だけに限れば,そこで用いられる言語音はIPAChart内に示された言語音のご

く一部に過ぎないが,だからといってそれ以外の言語音を知らなくても良いということにはならないのであ

る｡ 似通って聞こえるが調音場所や調音方法が微妙に異なる音や,調音場所や調音方法は同じでもかなり異

なって聞こえる音,あるいは母語にはない音を知ることにより,個別言語の音声を相対化して客観的に捉え

ることができるようになるからである｡ 英語や日本語といった我々に馴染み深い言語の音声を考える際にも,

その異音としてどのような音が生じうるのかを知ることは,外国語教育の観点からも重要である｡ 例えば,

日本語の擬音 ｢ん｣は音声環境により以下のような異なった音声として具現するので,教師は当然ここで用
いられるIPA記号の表す音の音声的特徴を知っていなければならないのである｡

｢さん｣ (【N]),｢さんてん｣([n]),｢さんばい｣([m]),｢さんれつ｣(h]),｢さんにん｣(bl]),
｢さんかい｣([q】),｢さんえん｣(le])
受験コースの授業では,IPA Chartについては受講者が既に習熟していることが前提となっており,取

り立てて個々の音声の聴解 ･産出の訓練は行われないので,各自IPAChartと音声学の本により練習する

必要がある｡ 理屈さえわかればある程度は自修が可能だが,人によっては中々コツがつかめないで苦労する

音もあるようである｡ 今年の受講生の中には,非肺気流による Implosive(【6,a,d]) や Ejective

([p',t.',k'])の理屈がわからずに苦労している人もいた｡音声学者Ladefogedも,Implosiveを調音でき
るまでに一年近くかかったと述懐しているほどである (Ladefoged 2006:138)｡幸い,巻末に示したよう
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に,UCL音声学科から自習用のさまざまな音声データが刊行されており,中でも `̀The Soundsofthe

IPA" というCD-ROMば,コンピュータ上に表示されたIPA Chartをクリックするだけで個々の音を聞

くことができ,聴解 ･産出のどちらの訓練にも非常に有益である｡

IPAの聴解 ･産出と並んで,IPA音声記号を用いてどんな音声でも表記できる能力も,IPA試験におい

て重要視されている｡ 具体的には,筆記試験における英文のIPA表記と,聞き取り試験での英文およびナ

ンセンスワー ドの書き取りによって評価される｡ 発音記号で英語を学んできた筆者にとってこれはそれほど

難しい作業ではないが,他の受講生たちの多くはこのIPA表記にてこずっていたようである｡ と言うのも,

一般にヨーロッパでは外国語の発音を学ぶのにIPA (あるいはそれを簡略化した発音記号)を使うのはま

れであり,音声をIPA記号で表記することに慣れていないからである｡ そのためであろうが,受験コース

に参加している間,筆者は何度か同級生から,宿題のIPA表記課題を見てくれるように頼まれたりしたも

のである｡ また,電子メールで何人かの同級生と連絡を取り合ってIPA試験の結果を比較検討 してみたと

ころ,英文をIPA表記する問題で筆者が9割の正答率 (20点満点で18点)だったのに対し,筆者と同じく

第2級で合格したイタリア人は5割の正答率 (10点)に過ぎなかった｡これだけをもって英語教育で発音記

号の使用を奨励する論拠とすることはもちろんできないが,正確な発音に習熟させる手段の一つとして

IPAの使用もあながち否定できないのではないかとも思われる5)｡

IPA表記の訓練としては,Lecumberri& Maidment (2000) という優れた参考書があるので,Wells

′(2008)やRoach(2006)の発音辞典6)を参照しながら,これを一冊仕上げるのがまっとうな対策であろう｡

また,当然ながら,正確に音を聞き取るための耳の訓練も欠かせないが,これについては,上で紹介した

CD-ROMをはじめ,聴解訓練のためのさまざまな音声資料がUCL音声学科から入手可能である｡

音声学理論に関わる試験問題については,Ladefoged(2006)やAshby&Maidment(2005)などの一般

音声学概説書,さらには,Gimson(2008),Collins&Mees(2008),Roach(2000)などの英語音声学の概

説書を丹念に読み込んで幅広い知識を身に付ければ,一応の試験対策にはなる｡ 記述問題で問われるのは,

基本的な音変化 (liaison,elision,assimilation,coalescence,etc.)や同時調音 ･副次調音,音素と異音,

イントネーションの機能など,調音音声学の基本的な事柄ばかりだからである｡ ただし,英単語の調音記述

問題 (articulatorydescription)に関しては,既存の音声学書には網羅的な説明がほとんど見当たらない以

上,IPA StrandでのP.Ashbyの授業がほぼ唯一の対策といえるだろう｡ 連続した音声を調音する際の調

音器官の連続的なダイナミックな動きを,科学的に観察しそれを客観的に記述する方法を,彼女の2回の講

義とその後の演習を通して学べたことは,今回のIPAStrand参加の貴重な収穫であった｡

なお,筆記試験では,二時間半でかなりの量の英語を書かされることになるので,素早く正確に英語を書

く練習が必須であることは言を侯たない｡この点が,我々のような外国人の受験者にとって一番不利な点で

あるが,TOEFLなどの検定試験とは異なり,英語を書く能力ではなく音声学の知識を評価の対象とする試

験であるから,たとえ非の打ち所のない英語でなくとも内容が優れていればそれなりに評価されるはずであ

る｡ ただし,ダラダラと取りとめもなく書き散らすことは当然避けなければならない｡講師のP.Ashbyは

授業中に何度も,`̀pithy"な答案を書くようにと我々に助言したものである｡

5 おわりに

筆者は英語学 ･言語学が専攻領域とはいえ,その一分野である音声学についてはごく基本的な心得しか持っ

ていなかったのであるが,たまたま数年前から専門科目の音声学を担当するようになって,半ば泥縄式では

あるが本腰を入れて音声学を学び始めたというのが実状である｡ Ladefoged(2006)や Collins&Mees

(2008),あるいはAshby&Maidment(2005) などの優れた一般音声学の著作に親しむうちに,言語教育･

言語研究における音声学の重要性に遅まきながら開眼するとともに,言語音声の多様性や音声現象の法則性

に深く魅せられるようになり,UCLのオンライン音声学コースPHONLINE7)を受講したりSCEPに2度

参加したりと研磨を積んできた次第である｡ そうした数年の研鋸の成果として,どうにかIPA音声学技能

試験に合格し,IPA技能証明書 (残念ながら第1級ではなく第2級ではあるが)8)を取得できたことは,筆

者にとって実に感慨深いものがある9)｡
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読

1.今年度の教育学部サバティカル研修の一環として参加したものであり,研修のための休暇を与えてくだ

さった教育学部各位に感謝致します｡また,SCEPで熱心に指導してくれた,Dr.JaneSetter,Dr.

PatriciaAshby,Prof.MichaelAshby,Dr.∫.C.Wellsにも感謝したい｡

2.http://www.phon.ucl.ac.uk/home/wells/index.htm1

3. "IPA"という略語は,"International Phonetic Association"(国際音声学協会,1886年設立)と

`̀InternationalPhoneticAlphabet"(国際音標文字,1888年制定)の両方をさすが,本稿では,文脈

からどちらに言及するか明らかなので,どちらの意味なのかを特に断らずに使用する｡

4.DanielJonesの取得したIPA技能証明書には1906年の日付が入っており,本論冒頭で述べたIPA試験

の発足年と矛盾する｡ おそらくは,1908年にIPA評議会でIPA試験が正式に承認される前から,非公

式に技能試験が行われていたのであろうと考えられる｡

5.英語教育における発音記号導入の是非およびその扱い方については,稿を改めて考察する予定である｡

6.単語の発音を調べるには英和辞典があれば通例事足りるが,普通の辞典に載っていないような固有名詞

や外来語,あるいは専門用語などの発音を知るには,専門的な発音辞典が役立つ｡Wellsの発音辞典に

は筆者の名前の発音も載っているが,第2版 (2000)の/na-ri:ta/が,今年出た第3版 (Wells2008)
では /ln記rlta/と変化しているのには我ながら驚いた｡
7･UCL音声学科が2006年に無料で試行したオンラインコース｡ 二百名近くの応募者の中から書類専攻で

選抜された25名の一人に選ばれたのは本当に幸運であった｡PHONLINEは2008年から有料化されて本

格的に実施されている｡

8.技能証明書には,IPA試験のそれぞれの問題ごとに得られた得点が合計点とともに記 してある｡ 参考

までに,筆者の証明書に記された点数を以下に示す｡IPA表記 ･IPA音声や理論問題ではそこそこの

点数が取れているものの,聞き取りや英語発音の技能面が弱いことが如実に現れている｡

PhoneticTranscriptionofEnglish

QuestionsonTheory

EnglishPhoneticDictation

DictationofNonsenseWords

Oral- ArticulationandRecognition

Oral- ReadingEnglishfromaPhoneticText

Total

18/20

43/60

20/30

19/30

32/40

12/20

144/200

9.本稿は,2008年11月15日開催の新潟大学言語研究会 (NULC)第30回研究会での口頭発表に加筆したも

のである｡

参考文献

Ashby,M.&J.Maidment.2005.IntroducingPhmeticScience.CUP

Ashby,P.2005.SZmchSounds,2nded.Routledge.

Ashby,P.2008.UCLSCEPIPAStrandCourseStarterPack.UCL

Collins,B.& Ⅰ.M.Mees.1999.TheRealProfessorHiggins:theLifeandCareerofDanielJmes.

MoutondeGmyter.

Collins,B.&Ⅰ.M.Mees.2008.PracticalPhmeticsandPhmology,2nded.Routledge.

Gimson,A.C.(Rev.byA.Cruttenden).2008.Gimsm'sPrmmpu:iatimofEnglish,7thed.Hodder.

IPA.1999.Handbookofthe/ntematimmlPhoneticAssociation.CUP.

Ladefoged,P.2006.ACourseinPhmetics,5thed.Thomson

Lecumberri,M.L.G.&J.Maidment.2000.EnglishTranscriPtionCα㍑rse.Arnold.

Roach,P.2000.EnglishPhmu?ticsandPhmology,3rded.CUP.



148 新潟大学教育学部研究紀要 第 1巻 第2号

Roach,P.etal.2006.CambridgeEnglishPronouncingDicticmary,17thed.CUP.

Wells,J.2006.EnglishIniwLation.CUP.

Wells,J.2008.LcmgmanPronunciationDictionary,3rded.Longman

音声資料 (いずれも発行元はPhoneticsandLinguistics,UCL.)

Abberton,E.2007.MaterialforEarTrainingCD.

Ashby,M.2007.IntonationExercisesCD.

Ashby,M.and∫.Maidment.2006.AnalyticListeningExercisesCD.

Ashby,M.,J.House,&J.Maidment.2003.IPASoundsinaClinicalContextCD.

Baldwin,∫.2007.EarTrainingforForeignStudentsCD.

Ⅰverson,P.2008.UCLVowelTrainerCD-ROM.

Wells,J.andJ.House.2003.TheSoundsoftheIPACD-ROM.

参考URL

http://www.phon.ucl.ac.uk/home/scep/index.html(SCEPのホームページ)

http://www.phon.ucl.ac.uk/(UCL音声学科のホームページ)

http://www.arts.gla.ac.uk/IPA/ipa.html(国際音声学協会のホームページ)



IPA音声学技能試験について

THEINTERNATIONALPHONETICALPHABET(revisedto2005)
CONSONANTS(PULMONIC) ⑤2005IPA

Bi一abial DentallAlveola'lpostalveo)arRetronex Palatal Velar UvularPharyngea1 Glottat

Plosiye pb td t4CJ k g q G
Nasal m q n rt刀q N 約日≡対空≡=:mn-,群議藩

Trill B r R

TaporFlap V. ∫ r a
¢ β f V 08szlT3β乙9iXY X F h T h 丘

Lateralhicative 15
Approximant U J I J uI &

Wheresymbo)sappearlnPalls,theonetothenghTrepresentsavo7Cedconsonant.ShadedareasdenoteartlCu)attonsjudgedLmPOSS)b)e

CONSONANTS(NON-PULMONIC)

OTHERSYMBOLS

Jh voICeLesshb)a1-velarhcanve G 石 AJve｡1｡･palatal触alIYC,

Open-mid e

Op印

w v｡.ccdhbld_yelm ｡,,｡X.mant i v｡.ce.dveo.W.a.galna,

tl voICCdlabld-pdatdapproxmt匂 slmdt- eo-I -dX
H voICClessepLg)ottaJRICatlVC

≡ :,0.1gCl: L,gll: :LCat･VC t;b::bC:pr:憲 dsbif;n:聾 ETp也
0

DIACRmCS DlaCrltlCSmaybeplacedaboveasymbolwithadescender,egq

J v.ic..cS n d0 a,cath,Y○icedb等 Denbl ntq

yoiced ySyt C.eak,,oiccd ba 】 Apial _td

h As,i.ated th dh ー Linguotabid t d D lm imL 主d
, MOrerotmded ? W .AbialiZed tW dw Nas.lizEd e
LessrotLnded 〇く く j ,血dize. tj dj n Nasal.clease dn

AdvaJICCd u◆ + Y veJanzed tY dY l Lateか ｡ease dl

Retr&ctcd e 1. phar,ngea.ized ti'dT ｢ Noaudib..rele.sc dl

ccntmlized e - vehmdo,,h叩 gCalize.I

X XMid一ccntralized e Rdsed e (I-voicedalveo)a,fricative)
sylhbic n Lowercd 号 (β -voicedbi.abidappro血 t'

Non-syLJabice . AdvaL.CCdTongtJeRool 号

～ RJ'oticity 計 at, RetractedTongueRoo1 号

【IPAChart2∝)5年改訂版】

Central Back

u

0

〇

D
Wheresym bolsappealmpalls,theone
totherightrepresentsaroundedvowel

SUPRASEGMENTALS

I
PrlmaryStress

. SecondarystTeSS

.founa●tIlan

: Long e:
' Ha)f-long e'
Extra-shorte

l MlnOr̀叫 ?oupll Ma10r(lntOnat"n)group
. syLlablebreak li.aBkt

､ノ LITiklng(absenceofabreak)

TONESANDWORDACCENTS
LEVEL CONTOUR

e'α1謡 ec./ R･smg
i1 A.gh
e J Mld

a J LOW
芭 ｣Exwtra
DoⅦtcp

Upstq)

肌

柑琵
警

州

0

1U

7

一つ｣
ハ

1
Gl

別

人
eノe)e
"e
ノ

＼

149




